
資

料
道
中
記

・
定
宿
帳
に
み
る
近
世
大
和

の
宿
場
と
宿
屋

総 合 研 究 所 所 報

 

1

近
世
中
後
期

の
庶
民
世
界

に
お
け
る
旅

の
盛
行
、
と
く
に
社
寺
参
詣
や
観
光

の

旅

の
普
及
の
背
景
に
、
街
道
や
街
道
施
設

の
発
達
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ

と
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
鉄
道
が
発
達
し

て
歩
く
旅
が
急
減
し
た
こ
と
と
、
近
代

の
再
開
発

に
よ

っ
て
、
旧
街
道
や
宿
場

・
宿
屋
な
ど
の
交
通
史
跡
も
そ
の
景
観
を

変
え
、
ま
た
ま

っ
た
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
か
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
近
世
の
庶

民
の
旅
や
観
光
産
業
な
ど
の
復
元
研
究
が
、
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ
て
さ
え
い
な
い

と
い
う
現
状
の
な
か
で
は
、
た
く
ま
し
く
近
代
社
会
の
夜
明
け
を
き
り
開

い
て
き

た
民
衆
の
歴
史
の
貴
重
な
史
料
が
、
そ
の
価
値
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
葬

り
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か

つ
て
、
文
化
庁
が
中
心
と
な
っ
て
、
古
い
街
道
や
河
川
な
ど
の
交
通
関
係
の

遺
跡
を
、
周
囲
の
環
境
も
含
め
て
総
合
的

・
体
系
的
に
調
査

・
把
握
し
て
、
国
民

が
歴
史
に
親
し
む

一
助
に
し
た
い
と
、
各
都
道
府
県
ご
と
に

『
歴
史
の
道
調
査
報

告
書
』
の
作
成
を
す
す
め
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
昭
和
五
十
年
代

に
は
そ
の
成
果
が

徐
々
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
は
、
そ
の

成
果
の
公
刊
の
し
か
た
や
そ
の
後
の
継
続
的
な
地
域
事
業

へ
の
展
開
に
限
界
が
あ

安 鎌

田 田

道

隆

真

紀

子

り
、
歴
史
の
道
を
国
民
生
活
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
調
査
の
終
了

と
い
う
か
た
ち
を
強
く
印
象
づ
け
、
む
し
ろ
開
発
の
た
め
の
記
録
保
存
の
役

割
を
に
な

っ
た
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。

い
っ
ぽ
う
、
高
度
経
済
成
長
の
破
綻
と
環
境
問
題
や
健
康

へ
の
関
心
の
た

か
ま
り
、
そ
し
て
町
お
こ
し
村
お
こ
し
と
し
て
歴
史
街
道

へ
の
注
目
な
ど
、

ま
だ
ま
だ

一
部
で
は
あ
る
が
、
歩
く
こ
と
に
つ
い
て
新
し
い
視
点
か
ら
位
置

づ
け
の
動
き
も
あ
る
。

平
成
十
年
度

に
、
奈
良
大
学
総
合
研
究
所

の
研
究
助
成
を
う
け
て
、
「近

世
大
和
に
関
す
る
道
中
記

・
定
宿
帳
に
見
え
る
宿
駅

・
宿
屋
の
研
究
」
を
す

す
め
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
数
多
く
出
版
さ

れ
、
庶
民
の
旅
の
実
用
的
案
内
書
で
あ

っ
た
道
中
記
や
定
宿
帳
を
調
査
し
て

み
る
こ
と
で
、
す
で
に
廃
絶
し
、
人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
て
し
ま

っ
た
基
礎

的
な
旅
の
デ
ー
タ
を
検
証
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
定
宿
帳
等
に
見
え
る
宿
場
や
宿
屋
は
、
街
道
に
お
け
る
す
べ
て

の
宿
場
や
宿
屋
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
講
組
織
の
な
か
で
契

平成11年9月10日 原稿受理*史 学科
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2鎌田 ・安 田:道 中記 ・定宿帳 にみ る近世 大和 の宿場 と宿屋

約
さ
れ
て
い
る
限
定
さ
れ
た
宿
場
と
宿
屋

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
い

く
つ
か
重
ね
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
地
域
の
代
表
的
な
街
道
施
設
で
あ

っ

た
こ
と
は
わ
か
る
。

近
世
の
大
和
を
中
心
と
し
た
街
道

・
宿
場

・
宿
屋
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、
道
中

記

・
定
宿
帳
類
か
ら
渉
猟
し
は
じ
め
て
み
た
が
、
平
成
八
年
か
ら
今
井
金
吾
氏
編

『
道
中
記
集
成
』

四
十
四
巻

(大
空
社
刊

)
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
と
、
天
理
大
学

附
属
天
理
参
考
館
交
通
文
化
資
料
室
お

よ
び
財
団
法
人
物
流
博
物
館
の
協
力
を
得

て
、
所
蔵
史
料
の
閲
覧
と
撮
影
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
貴

重
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
ら
た
め
て
、
関
係
機
関

へ
お
礼
を

申
し
あ
げ
る
。

道
中
記
や
定
宿
帳
は
、
単
な
る
地
誌
的
案
内
書
で
は
な
く
、
実
際
に
旅
行
者
が

利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
街
道
毎
の
人
の
動
き
を
示

し
た
も
の
と
も
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
同
じ
街
道
で
も
東
か
ら
西

へ
向
う
か
、

西
か
ら
東

へ
向
う
か
で
、
編
集
の
ス
タ
イ

ル
も
記
載
内
容
も
異
な
る
と
い

っ
て
よ

い
。
大
和
を
事
例
と
し
た
場
合
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
東
日
本
の
講
組
織
な
ど
の

場
合
、
伊
勢
参
宮

の
の
ち
大
和
を
経
て
大
坂

へ
向
う
例
が
あ
る
が
、
大
坂
を
中
心

と
し
た
浪
花
講
な
ど
で
は
、
大
坂
か
ら
大
和
を
経
て
伊
勢

へ
向
う
こ
と
が
多

い
。

し
か
し
浪
花
講

で
も
逆
ま
わ
り
で
参
詣
順
路
を
設
け
た
例
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
中
記

・
定
宿
帳
は
そ
う
し
た
人
の
動
き
を
考
慮
し
た
コ
ー
ス
設
定
を
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
大
和

の
主
要
な
旅

の
コ
ー

ス
を
と
り
あ
げ
、

コ
ー
ス
毎
に
い
く
つ
か

の
年
代
や
講
に
よ
る
差
異
な
ど
を
か
さ
ね

て
み
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
み
よ
う
と

し
た
の
で
、
逆
ま
わ
り
の
事
例
は
比
較
が
繁
雑
と
な
る
の
で
割
愛
し
た
。

ま
た
紙
数
の
関
係
で
、
大
和
の
諸
街
道
の
う
ち
、
収
集
し
た
史
料
に
も

っ
と
も

多
く
設
定
さ
れ
て
い
た
旅
の
コ
ー
ス
と
し
て
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
掲
出
し
て
み

た
。
も
ち
ろ
ん
、
旅
の
コ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
、
大
和
国
内
に
限
定
せ
ず
、
出
発
地

か
ら
目
的
地
ま
で
を
収
録
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。

○
大
坂
か
ら
暗
峠
を
こ
え
て
奈
良
に
入
り
、
上
街
道

・
長
谷
道
を
経
て
萩
原

へ
出

る
。

こ
こ
で
青
越
で
松
坂
か
ら
伊
勢

へ
出
る

コ
ー
ス
と
、
伊
勢
本
街
道
か
ら
田

丸
を
経
て
伊
勢

へ
の
伊
勢
ま
い
り
の
二
つ
の
コ
ー
ス
。

○
奈
良
か
ら
郡
山
、
当
麻
、
高
田
、
八
木
、
飛
鳥
、
多
武
峰
、
上
市
、
吉
野
、
そ

し
て
土
田
、
三
在
、
五
条
な
ど
の
大
和
の
名
所
を
め
ぐ
り
、
橋
本
か
ら
高
野
山

へ
詣

で
る

コ
ー
ス
。

○
大
坂
か
ら
河
内
ま
わ
り
で
、
竹
内
、
新
庄
、
御
所
か
ら
吉
野
、
大
峰
山
を
ま
わ
っ

て
高
野
山
詣
り
の
コ
ー
ス
。
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所究研合総3

大
阪
か
ら
奈
良

・
伊
勢
道

凡

例
o
史
料
中
の
ウ
イ
○
①

の
印
は
、
原
本
に
よ

っ
た
。

ウ
ー1
宿
屋
、
イ
ー1
休
所
、
ウ
イ
ー1
宿
屋

・
休
所
、
0

11
休
所
、
①
H
宿
休
所
を
あ
ら
わ
す
。

・
史
料
中
の

部
分
は
原
本
の
墨
刷
抹
消
を
示
し
た
。

・
宿
場
ご
と
の
…
…
線
は
、
表
を
見
や
す
く
す
る
た
め
便
宜
的
に
使
用
し
た
。
宿
場
名
の
な
い

空
欄
は
原
本
に
記
載
の
な
い
こ
と
を
示
す
。

・
名
所
や
堂
宇
に
つ
い
て
の
説
明
文
な
ど
は
表
中
か
ら
省
略
し
た
。

・
宿
場

・
宿
屋

・
里
程
な
ど
の
記
載
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

出
典街宿場現地名

『
い
せ
道
中
記』

(
第
箋)

み
ど
り
講文化十二年三月序(天理参考館交通文化資料室蔵)

『
浪
華講

道
中
記
』

(
内
題)

浪
花
講天保八年十一月改正(奈良大学文学部史学科蔵)

『
浪
花
講
定
宿
帳』

(
表
紙)

浪
花
講嘉永五年改正大増補(『道中記集成』第四一巻所収)

名

田
丸
越

大
坂
よ
り
い
せ
道
中

大
坂

伊
勢参

宮
道より

玉

造

松
原
へ
三
リ

米
や
源
兵
衛玉造り

(
マ
マ
)

玉

造

ウ

四
季
ハ

伊
兵
衛

玉

造

三
リニリ十四

丁ニリ

宿

四
季
や
伊
兵
衛

深

江

ふ
か
江

本
屋
友
右
衛
門

高

井

田

高
井
田

ふ
じ
や
嘉
兵
衛

}

=局

井
田

イ

ふ
じ
や
嘉
兵
衛

}

高

ゐ

だ

休

ふ
ち
や
嘉
兵
衛

松

原

峠
へ
五
十
丁

川
内
や
吉
兵
衛松原

三
リ

ゥ

兵庫

や
八
兵
衛松原

ま

つ

原

宿

兵
庫
や
八
兵
衛

豊

浦

豊

浦

松
屋
善
七

}

…

豊
浦

イ

ま
つ
や
善
七

」

と

よ

ら

休

ま
つ

や
善
七

暗

峠

追分

へ
ニ
リ

大
和
や
長
右
衛
門くらがり峠

五
十
丁

ウ

大
和
や
長
右
衛
門闇り峠

くら

がり

峠

宿

大
和
や
長
右
衛
門

大

瀬

大

瀬

橋
本
や
忠
兵
衛
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4鎌 田 ・安 田:道 中記 ・定宿帳 にみ る近世大和 の宿場 と宿屋

『
い
せ
道
中
記
』

『浪

華
講
道
中
記』

『
浪
花
講
定
宿
帳
』

橦
ノ
木
峠

09

…

む
ろ
木
峠

イ

つ
ち
や
清
八

一

む

ろ

木

休

つ

ち
や
清
八

追

分

な
ら
へ
ニ
リ

角
や
善
九
郎追分

ニ

リ

ゥ

角
や
善
九
郎追分左奈良右郡山ミち

追

分

宿

角
や
善
九
郎

尼

ケ

丘

尼
が
辻

角
や
八
郎
兵
衛

」輔

…

尼
ヶ

辻

イ

こ
ぶ
や
吉
兵
衛

」

あ
ま
が
辻

休

こ
ぶ
や
吉
兵
衛

奈

良

帯
と
け
へ
ニ
リ

小

刀

屋

善助ならさる沢の池よ

り
南同かまや喜八

ニ

リ

ウ

小
刀
や
善
助奈良

な

ら

宿

小
刀
や
善
助宿印判や庄右

衛
門

帯

解

丹
波
市
へ
ニ
リ

橘
や
小
四
郎おびとけ

一

リ

ウ

橘
や
小
四
郎おびとけ

帯

と

き

宿

櫟

本(在原)

市
の
本

角
や
藤
九
郎

一

リ

ゥ

角
や
藤
九
郎あり原

在

ハ

ら

ニ

リ廿

丁一リ一リ六丁一リ一リ一リ八丁一リ廿丁

宿

丹

波

市

み
わ
へ
ニ
リ

扇
や
庄
兵
衛丹波市

一
リ

ウ

吉
の
や
弥
市たんば市

た
ん
ば
市

宿

よ
し
の
や
弥
市

柳

本

柳

本

さ
る
や
庄
右
衛
門

耽

本

ウ

猿
や
庄
右
衛
門

柳

本し

宿

さ
る
や
庄
右
衛
門

三

輪

は
せ
へ
ニ
リ

竹

田

や

甚

七みわ

一
リ

ウ
た
か
田
や
勘
兵
衛みわ

三

輪

宿

竹

田

や

甚介宿高田や勘兵

衛これより多武の峯へ五十

丁

慈

恩

寺

追

分

魚
や
吉
兵
衛

ニリ

此所

よ
り
た
ふ
の
み
ね
へ

五
十
丁

ぢ
お
ん
じ

宿

追
分

イ

柳
や
又
五
郎
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5

『
い
せ
道中

記』

『
浪
華
講
道
中
記
』

『
浪
花
講
定
宿
帳』

初

瀬

は
い
ば
ら
へ
一

リ
半

う

た

や

清
七はせ

長

谷

ウ

木
や
治
郎
兵
衛

は

せ

一

リ

半

宿

よ
し
の
や
平
左
衛
門宿木や次郎兵衛

吉

隠

「

萩

原

あ
か
ば
ね
へ
一

り
半はいばら

い

だ

に

や

清

兵

衛田丸越青越立石あり

五
+
丁

ウ

あ
ハ

や

孫
三

郎はい原右かいさかごへ

灰

原

宿

あ
は
や
孫
三
郎

宿

[H

ロ
郎
兵
衛

あ
を
越
え
道

街

道

名

青越

大
坂
よ
り
い
せ
道
中

大
坂

い
せ
参
宮
道より

山

辺

三
本
松
へ
ニ
リ

か

ち
や
伊
兵
衛山辺

一

リ十二
丁一リ八丁

三

本

松

名
張
へ
一
リ
半

橘
や
文
次
郎三本松

ニ
リ
半

ウ

ぬ
し
や
藤
右
衛
門三本松

三

本

松

宿

ぬ
し
や
藤右

衛
門

鹿

高

か
た
か

ゐ
づ
X

や
利
兵
衛

…

か
た
か

イ

井
筒
や
利
兵
衛ニリ…

か

た

か

宿

油
や
文
七

坂

之

下

八
丁…一

名

張

新
田
へ
一

リ
半

天

川

や

藤

蔵名張

ウ

丁
田
や
武
兵
衛名バリウ大竹や助三郎

な

バ

リ

宿

小
竹
や
喜
兵
衛宿まち田や武兵

衛

追

分

追

分

伊
賀
清
蔵

一
…
五
リ

本
町

ま
つ

や
権
兵
衛判…上野同丁車や源吉

新

田

あ
を
へ
一

リ
八
丁

枡

屋

孫

市新田

新
田

ウ

い
つ
x
や
孫
左
衛
門

新

で

ん

宿

井
つ
玉
や
孫
左
衛
門
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6鎌田 ・安田:道 中記 ・定宿帳 にみる近世大和 の宿場 と宿屋

『
い
せ
道
中
記
』

『
浪華

講
道
中
記』

『
浪
花
講
定
宿
帳』

七

見

峠

七
見
峠

平
や
与
兵
衛

一

リ一リ三リニリ一リ一リ一リ一リ

阿

保

い
せ
ぢ
へ
一

リ

森

や

久

兵

衛あを

一
リ
半

ウ

森本

久
兵
衛あを

あ

ほ

宿

も
り
本
久
兵
衛宿たハらや儀左

衛
門

伊

勢

路

か
い
ど
へ
三
リ

紅
葉
や
武
左
衛
門いせぢ

三
十
丁

ウ

大
坂
や
文蔵いせ地

い

せ

ぢ

宿

大
和
や
半
左
衛
門

青

山

峠

あ
を
山

三

軒
や
又
四
郎同いせ茶や丹次

庶
峠

召

織

鷲

瀟
衛
門

峠峠

「

宿

い
か
茶
や
三
右
衛
門宿いせ茶や丹治

垣

内

二
本木

へ
ニ
リ

大
和
や
孫
左
衛
門かいど

垣

外

ウ

い
が
や
吉兵

衛

か

い

と

宿

伊
賀
や
吉
兵
衛宿

中

ノ

村

中
の
村

大
坂
や
清
次

二

本

木

は
た
へ
ニ
リ

徳
田
や
平
兵
衛二本木

蓑斯

ウ

増
田
や
久
兵
衛

二

本

木

宿

ま
し
だ
や
久
右
衛
門

r

大

仰

大
の
木

つ

た
や
兵
左
衛
門

一

リ
半

ウ

あ

ぶ

ら

や

新
七大の木

大

の

木

宿

あ
ぶ
ら
や
新
七

r

田

尻

八

太

六
け
ん
へ
ニ
リ

万

屋

利

兵

衛はた

一

リ

ゥ

万

や

利

兵

衛はた

は

た

宿

万
や
利
兵
衛

小

川

一
リ

ゥ

お
の
や
才
兵
衛小川

小

川

宿

お
の
や
才
兵
衛

六

軒

六
け
ん

大
つ
や
喜右

衛
門

一

リ

ゥ

小津

や
喜
右
衛
門六軒茶や

六

け

ん

常

宿

な

し是より本かい

だ
う
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7

『
い
せ
道
中
記』

『
浪
華
講
道
中
記
』

『
浪
花
講
定
宿
帳』

街

道

名

東
海
道
関
よ
り
山
田
道

京

伊
勢
参
宮
道より

松

阪

松

坂

舟
橋
や
吉
郎
左
衛
門くしだへ一リ半同大和や与兵衛同藤や弥十郎

日
の
町

大
石
や
喜
兵
衛商人ウ松坂同丁大黒や卯兵衛

ウ

松

坂
一

リニリ

宿

大
石
や
喜
兵
衛宿

徳

和

坂

ニリ

伊

賀

町

伊
が
町

イ

若
松
や
か
ん

い

か

町

休

お
や
き
や

櫛

田

新
茶
や
へ
一
リ
半

紅
葉
や
九
郎
兵
衛くしだ同川東川口や忠兵衛

く
し
田

ウ

も
み
ち
や
九
郎
兵
衛

く

し

た

宿

も
ち
や
九
兵
衛

稲

木

い
な
ぎ

釜
や
長
兵
衛

ニリ

金

剛

坂

金
剛
坂

イ

嶋
村
弥
三
右
衛
門

こ
ん
が
う
坂」

休

し
ま
村
弥
三
右
衛
門

r

明

星

明

星

三
田
や
三
郎
兵
衛

r

r

新

茶

屋

お
ば
た
へ
一
リ
半

秋
田
や
浅
右
衛
門新茶や

ニ
リ一リ堤

小

俣

お
ば
た

川
ば
た
や
藤
兵
衛

お
ば
た

ウ

あ
ふ
ミ
や
三
郎
兵
衛浪花組荷物飛脚

小

バ

た

宿

野
呂
久
兵
衛宿小林重兵衛

　

中

川

原

中
川
原

ら
う
そ
く
や
三
郎
右
衛
門

卜半

山
田
入
口

こ
れ
よ
り
田
丸
こ
へ

な
ら
道

堤

世

古

堤
ぜ
こ

松
坂
や
三
右
衛
門

山
田
入
口
つ
鼠

み

イ
松
坂
や
三
右
衛
門

宮

川
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8鎌 田 ・安 田 道中記 ・定宿帳 にみ る近世大和 の宿場 と宿屋

『
い
せ
道
中
記
』

『
浪
華
講
道
中
記
』

『浪

花
講
定
宿
帳』

山

田(外宮)

外宮

御
師

松
葉
七
郎
太
夫

山
田

七
ツ
町

商
人
ウ

米
や
平
蔵広小路ウ有たきや

喜
右
衛
門浪花組荷物飛脚田中や善兵衛

山

田

宿

あ
り
瀧
や
喜右

衛
門宿桔梗や太郎兵衛外宮御師成子大夫

間

の

山

中
の
地
蔵

徳
田
や
庄
次
郎

紐
…

相
の
山

ウ

内
田
や
喜
右
衛
門

丁
一

相

の

山

休

内
田
や
喜右

衛
門

宇

治(内宮)

今
在
家

岡
田
や
磯
右
衛
門

内
宮
御
師
岩
本
太
夫

内
宮
御
師
岩
本
大
夫

伊
勢
本
街
道

(
田
丸
越
え
)

街

道

名

田
丸
越

は
い
原
よ
り

か
い
坂
こ
えいせまで

は
い
原

伊
勢
本
街
道
田
丸
越より

萩

原

(

大
坂
よ

り
い
せ

道

中
の

項
に

記
載
あ
り
)

は

い

原

宿

あ

は

や

孫
三

郎宿あぶらや三郎兵

衛右いせ本街道田丸ごへ左いか越道

赤

埴

田
ロ
へ
一

リ
半

松

坂
や

権
八あかばね

赤

バ

ね

宿

松
本
重
蔵

石

割

峠

石
割
峠

清
水
や
市
蔵

」

「」

田

口

山
か
す
へ
一

リ
半

亀
屋

新
五

郎田口

は
い
原
よ
り
三
リ
半

ウ

か

ぶ

と

や

治

右

衛

門田口

田

口

ニ

リニリ一リ

半一リ半

宿

た
ま
や
源
蔵

山

粕

峠

山
粕
峠

か
ぎ
や
庄
七

山

粕

も
玉
の
ま
た
へ
一

リ

松

屋

善

助山かす

山

か

ず

宿

あ
ら
物
や
左
吉
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総 合 研 究 所 所 報

 

9

『
い
せ
道
中
記』

『
浪華

講
道中

記』

『
浪
花
講
定
宿
帳
』

桃

俣

す
が
の
へ
一

リ
半

い

せ

や

甚

右

衛

門も鼠のまた

ニ
リ

ウ

い
せ
や
甚右

衛
門も鼠の股

も
玉

の

又

宿

辻
源
兵
衛

桜

峠

桜

峠

山
城
や
松
右
衛
門

菅

野

か
う
す
え
へ
一

リ
半

ゐ
づ
瓦

や

庄

右

衛

門すがの

ニ
リ

ゥ

い
つ
&
や
庄
右
衛
門すがの

す

が

の

宿

い
っ
玉
や
庄
右
衛
門

神

末

石
な
ハ
ら
へ
一

リ
半

高

田

や

久

次

郎かうすへ

大
和▲いせ

か

う

す
へ

宿

今
西
宗
右
衛
門

石

名

原

お
き
つ
へ
一

リ

中

子

九

右

衛

門石なハら

ニ
リ

ウ

中
子
九
右
衛
門石なハら

石

な

原
▲

さ
か

ひ

宿

奥

津

た
げ
へ
ニ
リ

ゐ
づ

X

や

吉次

郎おきつ

お

き

つ

宿

山
本
や
忠
三
郎宿中北や由兵衛

飼

坂

峠

か
い
坂
峠

池
田
や
清吉

一

リ

半一リ一リやまといせニリニリ一リ半一リ半一リ半

多

気

に
が
き
へ
ニ
リ

三

木
六

左

衛

門たげ

一
リ
半

ウ

高
橋
十
左
衛
門たげ

た

け

宿

か
め
や
善
蔵

櫃

坂

峠

ひ
つ
坂
峠

中村

や
文
次
郎

仁

柿

大
石
へ
ニ
リ

大
も
ん
じ
や
善
兵
衛にがき

ニ
リ

ゥ

大
文
字
や
善
兵
衛にがき

に

が

き

を
は
り
や
新
七宿ふじや傳七

大

石

つ
る
へ
一

リ
半大石

松

屋

半

右

衛

門川あり

ニ
リ大

石

ウ

銭
や

徳

右

衛

門右わか山ミち

大

石

宿

ま
つ
や
半
右
衛
門

津

留

相
可
へ
一

リ
半

千

北
や

惣

兵

衛つる

つ

る

宿

せ
ん
ほ
く
や
宗
兵
衛

一264一



10鎌 田 ・安 田:道 中記 ・定宿帳 にみ る近世大和 の宿場 と宿屋

『
い
せ
道
中
記』

『
浪
華
講
道
中
記
』

『
浪
花
講
定
宿
帳』

相

可

田
丸
へ
三
リ

柏
屋
佐
吉相可

三
リ

ゥ

柳
や

源

治おほか

お

ふ

か

宿

東
や
金
介

池

上

い
け
べ

平
四
郎
茶
や

田

丸

川
ば
た
へ
一

リ

扇
や

専

助田丸

三
リ田

丸

ウ

扇

や

専

蔵右くまの道

田

丸

一

リ

半一リ

宿

守
や
庄
七

川

端

外
宮
へ

半
リ川ばた

あ

を

や

忠
五

郎ミや川舟わたし

是
よ
り
山
田
へ
一

リ

半

川

ば

た宮川

宿

大
西
や
金
五
郎宿熊野や儀右衛

門

山

田(外宮)

山

田

ミ
な
と
や
長
兵
衛外宮御師松葉七郎太夫

山

田
、

二
十
丁

宿

桔梗

や
太
郎
兵
衛宿有たきや喜右衛

門

宇

治(内宮)
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大
阪
か
ら
奈
良

・
伊
勢
道

出
典街宿場現地名

『
東
講
商
人
鑑』

(
内
題)

東
講安政二年九月刊(『道中記集成』第四一巻所収)

『
浪
花
講
定
宿控

』

(
表
紙)

浪
花
講文久二年十二月再版(奈良大学文学部史学科蔵)

『
伊
勢
参
詣
道
中
附
』

(
表
紙)

と
き
は
講年未詳(天理参考館交通文化資料室蔵)

名

大
坂
ヨ
リ
大
和
奈
良
三

輪
長
谷
ヨ

リあを越伊勢参宮道

大
坂
よ
り
な
ら
は
せ
い
せ
道

大
坂
よ
り
田
丸
越

玉

造

玉

造

定宿

四
季
屋
伊
兵
衛

松原

へ
三
リ

休

米
や
源
兵
衛玉造

深

江

深

江

休

本
や
友
右
衛
門

高

井

田

た
か
い
た

藤
や
嘉
兵
衛

松

原

松

原

定
宿

兵
庫
屋
八
兵
衛

大
坂
よ
り
三
リ

宿

兵

ご

や

八

兵

衛松原一リ

く
ら
が
り
峠
へ

五
十
丁

河

内

や

利

兵

衛松原

豊

浦

豊
浦
村

松
や
善
七

暗

峠

く
ら
か
り
峠

定
宿

大
和
屋
長
右
衛
門

宿

こ
め
や
市
兵
衛くらがり峠宿大和や長右衛

門一リ

追分

へ
ニ
リ

油
や
久
右
衛
門くらかり峠

大

瀬

宿大せ村休

山
口
や
五
兵
衛半リ

小

瀬

休

橋
本
忠
兵
衛

橦
ノ
木
峠

室

木

休

中
や
仁
兵
衛半リ

室
木
峠

休

つ

ち
や
清
八
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12鎌 田 ・安 田:道 中記 ・定宿帳 にみ る近世大和 の宿場 と宿屋

『
東
講
商
人
鑑
』

『
浪
花
講
定
宿
控』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附
』

追

分

追

分

定
宿

角
屋
善
九
郎

追

分

宿一リ

奈
良
へ
ニ
リ

奈
良
や
十
兵
衛追分

尼

ケ

辻

尼
ケ

辻

宿

か
ど
や
八
郎
兵
衛一リ

尼
ヶ
辻

休

昆
布
や
吉
兵
衛

奈

良

な

ら

定
宿
い
ん
ば
ん
や
庄
右
衛
門

た
る
い
丁
い
け
の
は
た
か
ど宿いんばんや庄右

衛

門同丁なんゑんどうまへ宿小刀や善助奈良今みかど町宿つなや市兵衛同丁池の南一リ宿うをや佐兵衛

帯
と
け
へ
一

リ奈良

小

刀

屋

善

介さる沢池すく南同たはこや与

兵

衛名張越近道あり

帯

解

帯
と
き

定
宿

吉
の
や
文
三
郎

帯
と
け

宿

よ
し
の
や
文
三
郎一リ

丹
波
市
へ
ニ
リ

橘屋

小
四
郎帯とけ

櫟

本(在原)

あ
り
原

宿

角
や
藤
九
郎一リ休大黒や平兵

衛

市
の
本

休

も
ち
り
や
喜
七

丹

波

市

丹
波
市

定
宿

吉
野
屋
弥
市

丹
波
市

宿

よ
し
の
や
弥
市一リ

ミ
わ
へ
ニ
リ

お

け

や

藤

助丹波市

柳

本

柳

本

定
宿

さ
る
や
庄
右
衛
門

柳

本一リ

柳

本

猿
や
庄
右
衛
門

三

輪

三

輪

定
宿

竹
田
屋
甚
助三わ定宿高田屋勘兵

衛

み

わ

大鳥

居
前
角一リ宿竹田

や

甚
七

は
せ
へ
ニ
リ

竹
田

や

甚
七三輪

慈

恩

寺

西
入
口
角追分宿角や

重

次

郎宿一リ

慈
恩
寺
村

休

魚
や
吉
兵
衛

一261一
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『
東
講商

人鑑

』

『
浪
花
講
定
宿
控
』

『
伊勢

参
詣
道
中
附』

初

瀬

は

せ

定
宿

吉
野
屋
平
左
衛
門はせ定宿木屋治郎兵衛

く
わ
ん
お
ん
ま
へ
角宿よしのや平

左

衛

門はせ札の辻一リ半宿扇子や又市郎

萩
原
へ
一
リ
半

玉
屋
新
兵
衛長谷

吉

隠

吉
隠
村

休

立
場
庄
介

萩

原

は
い
原

定
宿

油
屋
三
郎兵

衛はい原定宿あわ屋孫三郎

宿

油
や
三
郎
兵
衛はい原宿あハや孫三郎一リ

赤
ば
ね
へ
一

リ
半

阿

波
や

孫
三

郎萩原すぐハ田丸越左リハあを越

あ
を
越
え
道

街

道

名

大
坂
ヨ
リ
大和

奈
良
三

輪
長
谷
ヨ
リ
あ
を
越
伊
勢参宮道

大
坂
よ
り
な
ら
は
せ
い
せ
道

是
よ
り
あ
を
越
道
分

山

辺

山

べ

定
宿

か
ち
や
伊兵

衛

山

べ

宿

か

じ

や

伊

兵

衛一リ半

山

辺

松
や
又
兵
衛

三

本

松

三
本松

定宿

ぬ
し
や
藤
右
衛
門

三
本
松

宿

ゑ
び
す
や
清
八一リ宿

名
張
へ
一

リ
八
丁

松

や

七

兵

衛三本松

鹿

高

か
た
か

定
宿

い
つ
鼠
や
利
兵
衛

片

か

宿

油
や
文
七

か
だ
か

休

堺
や
清
之
丞

坂

之

下

一

一…

坂
の
下

休

た
つ

み
や
治
右
衛
門リ一

名

張

な
ば
り

定宿

ま
ち
田
屋
武
兵
衛なばり定宿小竹屋彦兵衛

宿

江
戸
や
傳
三
郎名張宿

し
ん
で
ん
へ
一
リ
半名張

小
竹
や
彦
兵
衛同所休追分清蔵
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14鎌 田 ・安田 道 中記 ・定宿帳 にみ る近世大和の宿場 と宿屋

『
東
講
商
人
鑑
』

『
浪
花
講
定
宿
控』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附
』

追

分

卜
…

立

場

上
野
道
あ
り半一

新

田

新

田

定
宿

い
つ
瓦

屋
孫
左
衛
門

宿

ま
す
や
孫
市新でん宿

あ
を
へ
一

リ
八
丁

大

坂

や

孫

太

郎新田

七

見

峠

一

…
判
…

な
玉

み

阿

保

あ

を

定
宿

森
本
久
兵
衛あを定宿たハらや儀

左
衛
門

あ

を

宿

ひ
し
や
善
右
衛
門

一

リ

い
せ
ぢ
へ
ニ
リ
半

俵

や

儀左

衛

門あを

伊

勢

路

い
せ
ぢ

定
宿

大
和
屋
半
左
衛
門

大
は
し
の
角いせぢ宿もみ

じ
や
武
左
衛
門

随
内側

請

紅
葉
や
武
左
衛
門

青

山

峠

あ
を
山
と
う
げ

定
宿

い
が
茶
や
三
右
衛
門あを山峠定宿いせ茶屋丹治

に
…
あ
を
山

鰍

薪

艘
次
郎

※

あ
を
山
中

休

い
が
茶
や
又
次
郎

垣

内

か
い
と

定
宿

伊
賀
屋
吉
兵
衛かいと定宿井筒屋喜七

宿

い
が
や
吉
兵
衛かいと宿ニリ

二
本
木
へ
ニ
リ垣内

大
和
や
孫
左
衛
門同いがや吉兵衛

中

ノ

村

二

本

木

二
本
木

定
宿

ま
し
た
や
久
右
衛
門

二
本
木

中
ほ
ど一リ宿か

ど
や
和
久
右
衛
門

は
た
へ
ニ
リ

徳
田
や
平兵

衛二本木

大

仰

大
の
木

定
宿

あ
ぶ
ら
や
新
七

大
の
木半リ

田

尻

た

じ

り

宿

ま
つ

や

利

助半リ

※

本
欄
の
伊
勢
路
・

あ
を
山
中
は、

原
本ではあを山中・伊勢路の順であるが、本表では正しい順に並べかえた。
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総 合 研 究 所 所 報15

『東

講
商
人
鑑』

『
浪
花
講
定
宿
控
』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附』

八

太

は

た

定宿

万
屋
利
兵
衛

は

た

宿

あ

さ

ひ

や

藤助一リ宿

六
け
ん
へ
ニ
リ

朝
日

や

藤

助はた

小

川

小

川

定
宿

お
の
や
才
兵
衛

小

川

宿

つ

二

み

や

大

吉一リ宿

小

川

休

を
の
や
才
兵
衛

六

軒

勢
州
四
日
市
ヨ
リ
太
神
宮
参
詣
之
道
筋

土
ば
し
よ
り
二
軒
め六けん宿おつや喜右

衛

門参宮京江戸わかれ道あり一リ

松坂

へ
一

リ

田

尻

や

文

四

郎六けん

六
け
ん

定
宿

江
戸
屋
五
郎
兵
衛六けん定宿小津屋喜右衛門

松

阪

松

坂

定休

所

山
川
屋
長
次
郎日の町松坂定宿大石屋喜兵衛

一

丁
目日の町松坂

定
宿

大

和

屋

与

兵

衛一丁目

日
の

丁

宿

大
石
や
喜
兵
衛松坂中まち宿こめや甚右衛

門一リ半

く
し
田
へ
一
リ
半

大
和
や
与
兵
衛松坂同大すかや喜兵

衛

徳

和

坂

と
く
ハ

坂

休

大
黒
や
久
兵
衛

伊

賀

町

櫛

田

く
し
田

定
宿

も
ミ
じ
や
九
兵
衛くし田定宿かわちや藤兵衛

宿

も
み
じ
や
九
郎
兵
衛くし田東川原休川口や忠兵衛一リ半

新茶

や
へ
一
リ
半

紅
葉
や
九
郎
兵
衛櫛田

稲

木

金

剛

坂

明

星

明

星

定
宿

と
ミ
や
半
助明星定宿三田屋三郎

兵
衛

明

星

宿

三
田
や
三
郎兵

衛半リ

お
ば
た
へ
一

リ
半

三

田

や
三

郎

兵

衛明星

一一258一



16鎌 田 ・安田:道 中記 ・定宿帳にみ る近世大和 の宿場 と宿屋

『
東
講
商
人
鑑
』

『
浪
花
講
定
宿
控』

『
伊
勢参

詣
道
中
附
』

新

茶

屋

新
茶
や

宿

い
つ
み
や
吉
右
衛
門一リ半

新
茶
や

い
つ
み
や
吉
右
衛
門

小

俣

小
ば
た

定
宿

小
林
重
兵
衛小ばた定宿油屋三郎兵

衛

お
ば
た

宿

川
は
た
や
藤
兵
衛一リ宿木や長兵衛

小

俣

上
村
や
弥
右
衛
門

中

川

原

中
川
原

銭
や
弥
兵
衛

堤

世

古

山

田(外宮)

山
田
妙
見
町

定
宿

十
文
字
や
五
兵
衛山田妙見町定宿桔梗屋太郎兵衛

御師

成
子
太
夫酬山田離 見町桔梗や太

郎
兵
衛岡本丁宿いつみや半左衛

門

間

の

山

五
十
丁
あ
い
の

山

宇

治(内宮)

内
宇
治

御師

岩
本
太
夫宮

一257一



総 合 研 究 所 所 報17

伊
勢
本
街
道

(
田
丸
越
え
)

『東

講
商
人
鑑
』

『
浪
花
講
定
宿
控
』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附』

街

道

名

は
せ
ヨ
リ
田
丸
越
伊勢

海
道

は
せ
よ
り
田
丸
越
い
せ
道

大
坂
よ
り
田
丸
越

萩

原

(
大
坂
よ
り
大和

奈
良
三

輪長

谷
ヨ
リ
あ
を
越
伊
勢参宮道の項に記載あり)

は
い
原

宿

油
や
三
郎
兵
衛一リ半

赤

埴

赤
ば
ね

定宿

松
本
重
蔵

赤
ば
ね

宿

松
本
重
蔵一リ半

赤
羽
根

道
具
や
五
兵
衛田ロへニリ半あかばねはせや弥兵衛

石

割

峠

石
割
峠

休

清
水
や
市蔵

田

口

田
ぐ
ち

定宿

た
ま
や
源蔵

田

口

宿

玉

や

長
三一リ半

山
か
す
峠
へ
一

リ
半

兜
や

治

兵

衛田口

山

粕

峠

山
糟
峠

休

八
木
や
兵
七

山

粕

山
か
す

定
宿

あ
ら
物
や
佐
吉

山

か

す一リ

桃
の
又
へ
一

リ山かす

松
や

善

助くら取坂あり

桃

俣

も
Σ
の
ま
た

定
宿

辻
源
兵
衛

も
玉

の

ま

た

宿

つ

じ

や

源

兵

衛一リ半

菅
の
へ
一

リ
半

い

せ

や

甚

右

衛

門桃の又

桜

峠

桜

峠

休

山
城
や
松右

衛
門

菅

野

す
が
の

定
宿

い
つ
玉
や
庄
右
衛
門

す
が
の

宿

い
つ
玉
や
庄
右
衛
門一リ半

神末

へ
一
リ
半

な
か
や
善
右
衛
門菅野

神

末

か
う
末

定
宿

今
西
宗
右
衛
門

か
う
す
へ

宿

今
西
惣
右
衛
門一リ

石
な
原
へ
一

リ
半

し

ん

ほ

や

文

吾神末

一256一



18鎌 田 ・安田:道 中記 ・定宿帳 にみ る近世 大和 の宿場 と宿屋

『
東
講
商
人
鑑
』

『
浪
花
講
定
宿
控』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附
』

石

名

原

石
な

原

宿半リ

を
き
つ
へ
一

リ

中

子

九

右

衛

門石な原

奥

津

お
き
つ

定
宿

山
本
屋
忠
三
郎おきつ定宿中北屋由兵衛

お
き
つ

宿

中
北
や
由
兵
衛一リ宿山中や忠次郎

た
け
へ
ニ
リ

紀

国

や

儀

兵

衛をきつ

飼

坂

峠

か
い
坂
峠

休

池
田
や
清
吉

多

気

た

け

定
宿

か
め
屋
善
蔵

た

げ

宿

亀
や
善
蔵

一

リ

に
が
き
へ
ニ
リ

高

橋

十

右

衛

門たげ

櫃

坂

峠

ひ
つ
坂

宿

大
坂
や
七
郎
右
衛
門ニリ

ひ
つ
坂
峠

中
村
や
文
治
郎下り斗

仁

柿

に
が
き

定
宿

を
ハ

り
や
新
七

に
が
き

宿

ふ
じ
や
傳
七ニリ宿おハりや新

七

大
石
へ
ニ
リ

藤

や

傳

七にがき

大

石

大

石

定
宿

松
屋
半
右
衛
門

大

石

宿

ま
つ
や
半
右
衛
門一リ半

つ
る
へ
一

リ
半大石

松

や

半

右

衛

門つるの川船渡し

津

留

つ

る

定
宿

せ
ん
ほ
く
や
宗
兵
衛

つ

る

宿

い
つ

瓦

や

惣

助一リ半

あ
ふ
か
へ
一

リ
半

仙

木

や

惣

兵

衛つる

相

可

お
ふ
か

定
宿

東
屋
金
助

お

ふ

か

宿

く

る

ま

や

金

助一リ半

田
丸
へ
三
リ

車
や
栄
左
衛
門相可

池

上

田

丸

田

丸

定
宿

守
屋
庄
七

田

丸

宿

も

り

や

庄

七一リ半

川
端
柳
へ
一

リ

扇

屋

仙

蔵田丸

川

端

川
ば
た

宿

大
西
や
金
五
郎一リ半宿くまのや儀右

衛
門

外
宮
へ
半
リ

丸
や
伊
右
衛
門川端柳
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『
東
講
商
人
鑑』

『
浪花

講定

宿控

』

『
伊
勢
参
詣
道
中
附
』

山

田(外宮)

御
師

成
子
太
夫外宮宿いつミや

半
左
衛
門宿桔梗や太郎兵衛

山
田
入
口
す
じ
か
い
橋
よ
り
す
ぐ大世古

町外宮御師田中河

井

太

夫

宇

治

内

宮

御
師

岡
本
太
夫

総 合 研 究 所 所 報
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20鎌 田 ・安 田:道 中記 ・定宿帳 にみる近世大和の宿場 と宿屋

奈
良
か
ら
大
和
名
所

・
高
野
道

出
典街道宿場現地名

『
繁
栄
講
道
中
記』

(
題
箋)

繁
栄
講安政三年十月序(奈良大学文学部史学科蔵)

『
浪
花
講
定
宿
控
』

(

表
紙)

浪
花
講文久二年十二月再版(奈良大学文学部史学科蔵)

『
改
正
浪
花
講』

(
表
紙)

浪
花
講明治六年頃(『道中記集成』第四四巻所収)

名

奈
良
よ
り
大
和
名
所
高
野
山
き
み
ゐ
越
大
坂
迄

な
ら
ヨ
リ
大
和
七
在
所
廻
り吉野高野大坂まで

奈

良

南
ゑ
ん
ど
う
下奈良たるい町大黒や吉

兵
衛今みかど町魚や佐兵衛

た
る
ゐ
丁宿小刀

や
善助同宿いんばん

や
庄
右
衛
門奈良今御かと宿綱や市兵衛同すぐ五+丁宿うをや佐兵衛

奈

良

①十八丁

法

華

寺

十
八
丁法花寺

法
花
寺

○

西

大

寺

十
二
丁西大寺

西
大
寺十二丁

菅

原

六
丁菅原

天
神

菅
原
天
神八丁

尼

ケ

辻

尼
ケ
辻

角
や
八
郎
兵
衛

六
丁

尼
ケ
辻

①

か
ど
や
八
郎
兵
衛六丁

唐
招
提
寺

招
提
寺三丁

正
大
寺三丁

西

の

京

西
ノ

京十八丁

西
の
京十五丁

郡

山

郡

山

大
黒
や
伊
右
衛
門半リ

郡

山

宿

花
内
や
忠
兵
衛一リ

郡

山

①

き
く
や
善
蔵

一

リ
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総 合 研 究 所 所 報21

『
繁
栄
講
道
中
記』

『
浪
花
講
定
宿控

』

『
改
正
浪
花
講』

小

泉

小

泉一リ

小

泉

①

小
ま
つ

や

い

さ一リ

法

隆

寺

法
り
う
じ

大
黒
や
鶴
松八丁

法
り

う

じ

宿

大

こ

く

や

鶴

松半リ

法
り
う
じ

①

か
せ
や
九
助八丁

龍

田

龍

田

す
ミ
や
伊兵

衛五十丁

立

田

明
神
鳥
居
ま
へ

角一リ宿すみや伊

兵

衛

た
つ

た

①一リ

達

磨

寺

た

る

ま

じ

す

し

や

新蔵一リ

た

る

ま

じ一リ

だ
る
ま
じ

①

大
文
字
や
宇
右
衛
門一リ十四丁

下

田

下

田

か
ま
や
孫
助一リ

下

田

宿

釜
や
孫
助四十丁

下

田

①

米

や

茂

兵

衛一リ十八丁

当

麻

た
へ

ま

米
や

栄

蔵一リ半

た
へ

ま
寺

宿

玉
や
徳
兵
衛一リ

た
へ

ま

①

米

や

栄

蔵一リ

高

田

高

田

辻
や
甚
三
郎一リ半

高

田

宿

辻
や
甚
三
郎五十丁

高

田

①

辻

や

甚
三

郎一リ十四丁

八

木

八

木

木
原
や
嘉
右
衛
門四十丁

八

木五十丁

八

木

①ニリ

阿

部

あ

べ

き

し

だ

や

長
二

郎一リ

阿

べ

宿

角
や
安
五
郎

一

リ

あ

べ

①

か
ど
や
安
五
郎一リ

飛

鳥

あ
す
か

き
の

国
や
善
二
郎十丁

あ
す
か

休

き
の

国
や
善次

郎

あ
す
か

①十丁

孤

立
花
て
ら

O

岡

岡

薬
や
源
太
郎五十丁

岡

寺

宿

く
す
り
や
源
太
郎五十丁

岡

寺

①

く

す
り

や

源

太

郎一リ十四丁

多

武

峯

多
武
峯

ゑ
び
す
や
与
次
兵
衛八丁

多
武
の
み
ね八丁

四
軒
茶
や

松
や
佐
兵
衛

多

武

峰

四
け
ん
茶
やニリヨ宿松や

佐

兵

衛

四
軒
茶
や

①

木
や
五
兵
衛十八丁
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22鎌 田 ・安 田 道中記 ・定宿帳 にみ る近世大和の宿場 と宿屋

『
繁
栄
講
道
中
記
』

『浪

花
講
定
宿
控』

『
改
正
浪
花
講』

竜

在

龍

在

①

戸
や
平
右
衛
門一リ

滝

畑

瀧
ノ
畑

ふ
じ
や
源
兵
衛一リ半

瀧
の

畑

①一リ

千

股

ち
ま
た

①

吉
岡
安
次
郎一リ

上

市

上

市

た
N
ミ
や
与
助廿五丁

上

市

宿

畳
や
与助一リ

上

市

①

く

る

ま

や

平

助一リ

吉

野

よ

し

の

金
の
と
り
ゐ
の
上一リゆつや喜兵

衛

吉

野

宿

福
知
や
紋
之
丞四十丁

吉

野

①

た
つ
み
や
長
三
郎一リ

六

田

六

田

柳
や
三
郎
兵
衛一リ

む

だ

た
つ

ミ

や

忠

左

衛

門一リ

む

田

①

た
つ
み
や
忠
右
衛
門一リ

土

田

土

田

竹
や
岩
吉一リ

土

田

竹
や
岩
吉一リ

つ

ち

田

①

竹
や

岩

吉一リ

下

渕

下
ぶ
ち

①

柳
や
忠
九
郎一リ

阿

田

阿

田

さ

か

い

や

源

七一リ

あ

田一リ

阿

だ

①

ふ
じ
や
清
四
郎一リ

三

在

さ

ん

ざ

い

か

さ

や

源

兵

衛一リ

宇

野

う

の

宿一リ宿

か

さ

や

源

兵

衛

う

の

①

か

さ

や

源

兵

衛一リ

五

条

五

条

お
び
や
次
郎
兵
衛百八丁

五

条

宿

お
び
や
治
郎
兵
衛一リヨ

①

表
や

源

蔵五条此所より三けん茶

や
か
む
ろ
へ
下り舟あり一リ

待

乳

ま
つ
ち

宿

坂
本
や
兵
五
郎一リ

ま
つ

ち
と
う
げ

①

中
屋
庄
蔵一リ

一251一
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『
繁
栄
講
道
中
記』

『浪

花
講定

宿控

』

『
改
正
浪
花
講
』

橋

本

は
し
本

備
前
や
五
八一リ

は
し
本

宿

は
た
や
儀
兵
衛一リ

は
し
本

①

ひ
ぜ
ん
や
五
八一リ

三
軒
茶
や

三

げ

ん

茶

や

①一リ

学

文

路

か
む
ろ

大
坂
や
平
右
衛
門五+丁米や才右衛門

か

む

ろ

中
ほ
ど
角一リ宿こめ

や

才

右
衛

門

か
む
ろ

①

米
や
才
右
衛
門一リ

河

根

か
ね

中
や

団
次
郎五十丁

か

ね

宿

中
や
団
次
郎

一

リ

か

ね

①

ほ

て

い

や

権
八一リ

神

谷

か
ミ
や

花
や

市
兵
衛五十丁

か
ミ
や

宿

大
家
孫
兵
衛五十丁

か
み
や

①

は
な
や
市
兵
衛一リ

高

野

山

高
野
山

宿
坊

常
喜院高野山高野山

金
剛
峯
寺

高
野
山

一250一
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24鎌 田 ・安田:道 中記 ・定 宿帳にみ る近世大和の宿場 と宿屋

大
阪
か
ら
南
大
和

・
高
野
道

出
典街宿場現地名

『浪

花
講
道
中
記』

(

内
題)

浪
花
講天保八年十一月改正(奈良大学文学部史学科蔵)

『
浪
花
講
定
宿
控
』

浪
花
講文久元辛酉年改(財団法人物流博物館蔵)

名

大
阪
よ
り
和
州
山
上
高
野
道

河
内
廻
つ
ぼ
坂
・

奈
良
道

大

阪

大

坂

堺
筋
周防

町火

之
見
下ニリ松屋源助

河

堀

日
本
は
し
ょ
り
三
十
丁

イ

元

松
や

宗
七河堀口

平

野

四
十
丁

イ

も
ち
や
久
兵
衛平野

平

の一リ

川

辺

川

な
べ一リ

藤

井

寺

ニ
リ

ゥ
イ

綿
や
喜
兵
衛藤井寺

右
門
前藤井寺宿わ

た
や
喜兵

卜
十
八
丁道明寺

天
神
宿
坊
一

之
室古市へ二十丁

卜

道
明
寺
天
満宮こん田八ま

ん
宮

古

市

古

市

ウ
イ

扇
や
利
右
衛
門

古

市

宿

扇
や
利
右
衛
門

八
丁

お
む
ろ
大
黒八丁つぼ井戸八

幡八丁つうほうじ八丁上の太子

卜

春

日

五
十
丁

商
人
ウ

角
や
市
兵
衛かすが

八

丁

宿

角
や
市
太
郎かすが
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『
浪
花
講
道
中
記』

『浪

花
講定

宿控

』

竹

ノ

内

四
十
五
丁竹の内

ウ
イ

柳
や

藤
七たへまへ八丁

四
十
八
丁

宿

柳
や
藤
八竹ノ内

岩
谷越

よ
り
四
十
八
丁

大
門
前たへま寺宿玉

や

徳

兵

衛たつたなら道ハ下田へ出つぼ坂道新庄へ一リ

新

庄

一
リ

ウ
イ

わ
た
や
清
兵
衛新庄

一

リ新

庄

宿

酢

や

清

右

衛

門一リ

御

所
一

リ

ウ
イ

と
さ
や
喜
兵
衛御所

五

せ

宿

と
さ
や
喜
兵
衛

戸

毛
一

リ

ウ
イ

も

ち
や

作

兵

衛戸毛

上
の
段
よ
し
の
大
峰
道

下
ノ
段
つ

ぼ
坂
道

こ
せ
よ
り
一

リとうげ

宿

も

ち

や

作

兵

衛一リ四丁

こ
せ
よ
り
一

リ土さ

宿

か

み

や

佐

兵

衛一リ半つぼ坂岡寺へ出ルハ元のとさへもどり土佐より五十八丁但しよしのとうの峰八つぼ坂より(マ3とうげをこへしその太子より六田

土

田

一

リ
四
丁

ウ
イ

竹

や

岩

松土田

」

土

田

宿

竹
や
岩
松

一

リ

六

田

一

リ

ゥ
ィ

糸
や
喜
兵
衛六田

川
有六田宿

辰
巳
や
忠
左
衛
門一リ

吉

野

む
だ
川
舟
渡
し
賃
一

人

前
六
文
ヅ
＼

大
門前吉の宿福

知
や
紋
之
丞

一

リ

ウ
イ

ふ

く

ち

紋

之

丞吉野
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子

守

愛

染

山
上
ヶ
岳

一

の

世

洞

川

川

戸

広

橋

下

市

阿

田

三

在

『浪
花
講
道
中
記
』

二
十
五
丁

子

守

ウ

イ

宇
田
や
清
吉

二
十
五
丁

安

禅

ウ
イ

茶
や
万
助

峯
中
所
々
二
出
茶
や
あ
り

山

上

本

堂

道
か
り
銭

一
人
前
六
銅
づ
瓦

石
南
木

ハ
花
主
家

二
て
も
と
む

一
の
瀬

イ

茶

や

道
か
り
銭

一
人
前
三
銅
ツ
エ

洞

川

ウ
イ

西
浦
清
六

と
ろ
川
よ
り
五
条
廻
り
高
野
道

ど
う
川
よ
り
廿
五
丁

小

南

峠

茶
や

松
の
茶
や

五
十
丁

川

戸

岩
本
や
利
助

二
十
丁

ふ
し

拝

ミ
峠

田
中
武
右
衛
門

十
八
丁

ひ
ろ

は

し

塩
や
喜
八
郎

五
十
丁

下

市

ウ
イ

か
ち
や
庄
兵
衛

一
リ
五
丁

あ

田

ウ
イ

堺
や
源
七

一
リ

三

さ

い

ウ
イ

え
ひ
や
藤
蔵
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『浪

花
講
道
中
記』

五

条
一

リ

ウ
イ

中

や

十

五

郎五条

真

土
一

リ

ゥ
ィ

中

や

藤兵

衛まつち

八
丁

松
や
宗
八三軒茶や

学

文

路
一

リ

ウ
イ

玉

や

与

次

右

衛

門かむろ

河

根
一

リ

ウ
イ

布袋

や
権
八かね

神

谷

同
十
丁

ウ
イ

大
家孫

兵
衛かミや

高

野

山

五
十
丁高野山

女
人
堂

、

一246一
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